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測定腐朽断面積率 

ピカスで測定し、そのソフトで断面の 

状況を把握した腐朽部位の面積割合 
 

 

 

 

腐朽率について： 

・50％以上は幹折れまたは倒伏の危険性が高いと言われている。 

・見た目は良い状態に見えているが、腐朽は進んでいる場合がある。 

 

 
白色 腐朽部位を示している。

青色 紫色、青色、白色の順で腐朽がひ

紫色 どくなっていることを表す。

緑色 腐朽していない部分を示している。

茶色 緑色、茶色の順で材がしっかりし

ていくことを表している。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№４３ 測定腐朽断面積率：70％ 

子実体が複数箇所で発生しており、想定腐朽断面積率は70％であった。そ

のため本調査個体の健全度は「不健全」であると判定した。 

70％と非常に高い腐朽率であるが、東側と北側の樹幹表面で発達した不定根

が見られ、旺盛に生育して幹を支えている。このためにすぐに幹が折れたり、

倒れたりする心配は少ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 №４２ 測定腐朽断面積率：０％ 

ピカスの図では、材が健全のようにこげ茶色の発色をしている。これは材の

強度が落ちていないために音波の伝わり方が、健全材とかわりがなかったため

だ。 

実際は辺材腐朽のナラタケモドキに冒されていて、根からの水分吸収がうま

くいっていない。地際にはベッコウタケも発生、根株腐朽が進行している。 

この木は材の強度を失う前に枯れてしまう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ベッコウタケ 
・樹木内部の中心部分を腐
朽させるキノコ。 
・根元に発生する。 
・クリーム色、灰白色、白
茶色の順に色が変化して
ゆく。 
・緑化樹木に発生する頻度
の高い腐朽菌の1つであ
る。 

コフキサルノコシカケ 
・樹木内部の中心部分を腐
朽させるキノコ。 
・幹や枝、地際部に発生す
る。 
・通常は灰白色だが、胞子
が散布されるとココアを
まぶしたようになる。 
・緑化樹木に発生する頻度
の高い腐朽菌の1つであ
る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


